
東日本大震災追悼奉詠

そして、おまちかねの登壇奉詠です。一冬じっくり練習してきた成果を発揮して下さい。

司会と舞台進行係、召集係、登壇係、舞台係が連携してとてもスムーズな進行で、流れが素晴らしい
です。講員さんも登壇前の緊張した顔、終わってほっとした安堵の笑顔。
今年も登壇できたという喜び。

  

 

 

大会当日は雲一つない晴天に恵まれました。今年は昨年に比べ雪が多く、北国の春を心待
ちしておりました。山形第二宗務所の梅花大会は春の訪れを告げます。
桜はまだ蕾ですが、講員の皆様の笑顔は満開です！

三宝御和讃のお唱えが会場に鳴り響き、開会式が始まりました。

未曾有の大地震。人々が心折れてしまいそうになる中で、避難所として人々の支えになった一軒
のお寺がありました。宮城県石巻の洞源院様です。そして、この度、寺族さんの小野﨑美紀さんと
ご縁ができました。
彼女が当時の想いをしたためた詩にメロディーをのせた歌があります。タイトルは 『母のように』
「このCDを是非皆様に紹介したい！」 という管内の一人の詠範さんの強い想いを、お聞きして、管
内の師範、詠範が、被災された方に想いをよせて、鎮魂の奉詠をさせていただくこととなりました。

たくさんCDを買っていた
だきました。
ありがとうございました。



詠範 同行御和讃 道交 絆

午後からお楽しみな清興です

お坊さんと一緒に歌おうコーナー

影 法 師

師範 観世音菩薩御和讃 慈愛

歌声喫茶のように、一緒に大きな声で歌いました。皆さん本当に歌が好きです。トークも爆笑でした。

40年続く長井市のアマチュアフォークソンググループ。どこにでもある日常を切り取った歌や、社会の
矛盾をテーマにしたオリジナル曲に皆さん笑ったり、うなずいたり。

来年も多くの皆様のお越しを楽しみにしております。


